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漢
文
プ
リ
ン
ト
の
学
習
方
法

①
教
科
書
で
音
読
の
練
習
を
す
る
。

②
教
科
書
を
見
な
が
ら
下
段
に
書
き
下
し
文
を
記
入
す
る

③
下
段
を
見
な
が
ら
上
段
に
訓
点
を
施
す
。

④

部
の
意
味
を
漢
和
辞
典
等
で
調
べ
、
記
入
す
る
。

⑤

を
精
選
漢
文
（pp

参
考
）
で
確
認
。

⑥
（

）
に
口
語
訳
を
す
る
。

逸
話

知
音

p
p7
0

１
伯
牙
鼓
琴
、
鍾
子
期
聴
之
。

伯
牙
は
（
巧
み
に
）
琴
を
弾
き
、
鍾
子
期
は
そ
れ
（
＝
伯
牙
の

２
①

方
鼓
琴
而
志
在
太
山
。

琴
の
音
色
）
を
（
巧
み
に
）
聞
き
取
っ
た
。（
伯
牙
が
）
琴
を
弾

(

「
あ
た
・
り
」

～
し
た
時
に
。

)

３
鍾
子
期
曰

、「
善
哉
乎
、
鼓
琴
。

く
①
時
に
、
思
い
が
太
山
に
あ
っ
た
。（
す
る
と
、）
鍾
子
期
が
言

(pp72

文
末
・
句
末
で
詠
嘆
の
語
気
。
～
で
あ
る
な
あ
。)

４
巍
巍
乎
若
太
山
。」

う
こ
と
に
は
、「
い
い
な
あ
、（
君
の
）
琴
の
弾
き
方
は
。
高
く
そ

５
少
選
之
間
、
而
志
在
流
水
。

び
え
る
太
山
の
よ
う
だ
。
」
と
。
し
ば
ら
く
経
っ
て
、（
伯
牙
の
）

６
鍾
子
期
又
曰
、「
善
哉
乎
、
鼓
琴
。

思
い
が
流
れ
る
水
に
あ
っ
た
。（
す
る
と
、
）
鍾
子
期
が
ま
た
言
う

７
湯
湯
乎
若
流
水
。」

こ
と
に
は
、「
い
い
な
あ
、（
君
の
）
琴
の
弾
き
方
は
。
滔
々
と
流

８
鍾
子
期
死
。

れ
る
水
の
よ
う
だ
。」
と
。（
後
に
）
鍾
子
期
が
亡
く
な
っ
た
。
伯

９
伯
牙
破
琴
絶
弦
、
終

身

不

復

鼓

琴

。
牙
は
琴
を
壊
し
弦
を
切
っ
て
、
生
涯
二
度
と
琴
を
弾
か
な
か
っ

(pp44

強
い
否
定
。
二
度
と
～
し
な
い
。)

②

以
為

世
無
足
復
為
鼓
琴
者

た
。（
伯
牙
が
）
②

思
う
こ
と
に
は
、
世
の
中
に
ふ
た
た
び
弾
い

お

も

(

「
お
も
・
え
ら
く
」

～
と
思
う
。

)

10
お
互
い
に
深
く
理
解
し
、
信
頼
で
き
る
相
手
で
あ
っ
た

て
聞
か
せ
る
に
値
す
る
人
は
い
な
い
と
。

鍾
子
期
が
死
ん
で
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

１

伯

牙

琴

を

鼓

し

、

鍾

子

期

之

を

聴

く

。

２

琴

を

鼓

す

る

に

方

た

り

て

志

太

山

に

在

り

。

３

鍾

子

期

曰

は

く

、

「

善

き

か

な

、

琴

を

鼓

す

る

。

４

巍

巍

乎

と

し

て

太

山

の

ご

と

し

。

」

と

。

５

少

選

の

間

に

し

て

、

志

流

水

に

在

り

。

６

鍾

子

期

又

曰

は

く

、

「

善

き

か

な

、

琴

を

鼓

す

る

。

７

湯

湯

乎

と

し

て

流

水

の

ご

と

し

。

」

と

。

８

鍾

子

期

死

す

。

９

伯

牙

琴

を

破

り

弦

を

絶

ち

、

終

身

復

た

琴

を

鼓

せ

ず

。

以

為

へ

ら

く

世

に

復

た

為

に

琴

を

鼓

す

る

に

足

る

者

無

し

と

。

10
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小
説

売
鬼

南
陽
の
宋
定
伯
は
、
年
若
い
時
、
夜
に
出
か
け
て
幽
霊
に
出
会
っ
た
。

1

１
南
陽
宋
定
伯
、
年
少
時
、
夜
行
逢
鬼
。

こ
れ
に
問
い
か
け
て
み
る
と
、
幽
霊
が
、「
私
は
幽
霊
で
あ
る
。」
と

(
)

(
)

２
問
之
、
鬼
言
、「
我
是
鬼
。」

言
う
。
幽
霊
が
、「
お
前
こ
そ
い
っ
た
い
誰
な
の
か
。」
と
尋
ね
た
。

３
鬼
問
、「
汝
復
誰
。」

定
伯
は
こ
れ
を
欺
い
て
、
「
私
も
ま
た
幽
霊
で
あ
る
。」
と
言
っ
た
。

(
)

４
定
伯
誑
之
言
、「
我
亦
鬼
。」

幽
霊
が
、「
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
」
と
尋
ね
た
。（
定
伯

５
鬼
問
、「
欲
至
何
所
。」

が
）
答
え
て
言
う
こ
と
に
は
、「
宛
の
市
場
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の

(pp76

動
詞
の
前
で
希
望
や
欲
求
。
～
し
よ
う
と
す
る
。)

６
答
曰
、「
欲
至
宛
市
。」

だ
。」
と
。
幽
霊
が
、「
私
も
ま
た
宛
の
市
場
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い

７
鬼
言
、「
我
亦
欲
至
宛
市
。」

る
。」
と
言
っ
た
。
そ
の
ま
ま
数
里
進
ん
で
い
っ
た
。
幽
霊
が
、「
歩

８
遂
行
数
里
。
鬼
言
、

く
の
が
非
常
に
遅
い
。
順
番
に
そ
れ
ぞ
れ
相
手
を
担
ぐ
の
が
よ
い
。

９
「
歩
行

太

遅
。
可
共
逓
相
担
。
何
如
。」
ど
う
か
。
」
と
言
っ
た
。
定
伯
が
言
う
こ
と
に
は
、「
大
変
よ
ろ
し
い
。
」

は
な
は
だ

い
か
ん

定
伯
曰
、「
大
善
。」

と
。
幽
霊
が
す
ぐ
に
ま
ず
定
伯
を
数
里
担
い
だ
。
幽
霊
は
、「
き
み
は

10
鬼
便
先
担
定
伯
数
里
。

大
変
重
い
。
あ
る
い
は
幽
霊
で
は
な
い
の
か
。
」
と
言
っ
た
。
定
伯
は
、

11
鬼
言
、「
卿
太
重
。
将
非
鬼
也
。」

「
私
は
死
ん
だ
ば
か
り
の
幽
霊
で
あ
る
。
だ
か
ら
体
が
重
い
の
だ
。
」

は

(pp57

疑
問
。
～
か
。

)

12
定
伯
言
、「
我
新
鬼
。
故
身
重
耳
。」

と
。
そ
し
て
定
伯
が
今
度
は
幽
霊
を
担
ぐ
と
、
幽
霊
は
ま
っ
た
く
重

の
み

13
定
伯
因
復
担
鬼
、
鬼
略
無
重
。

さ
が
な
い
。
何
度
も
こ
の
よ
う
に
し
た
。
定
伯
が
再
び
、「
私
は
死
ん

よ

ほ
ぼ

14
如
是
再
三
。
定
伯
復
言
、
→
ま
た
質
問
し
た
。

だ
ば
か
り
の
幽
霊
な
の
で
、（
幽
霊
に
と
っ
て
）
ど
ん
な
忌
み
嫌
う
も

、
、

か

15
「
我
新
鬼
、
不
知
有
何
所
畏
忌
。」
→
理
由
？

の
が
あ
る
の
か
知
ら
な
い
。」
と
言
っ
た
。

16自
分
が
質
問
を
す
る
こ
と
を
怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
幽
霊
の
弱
点
を
知
り
た
い
か
ら
。

三
年

組

番

名
前
（

）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

１

南

陽

の

宋

定

伯

、

年

少

き

時

、

夜

行

き

て

鬼

に

逢

ふ

。

２

之

に

問

ふ

に

、

鬼

言

ふ

、

「

我

は

是

れ

鬼

な

り

。

」

と

。

３

鬼

問

ふ

、

「

汝

復

た

誰

ぞ

。

」

と

。

４

定

伯

之

を

誑

き

て

言

ふ

、

「

我

も

亦

鬼

な

り

。

」

と

。

５

鬼

問

ふ

、

「

何

れ

の

所

に

至

ら

ん

と

欲

す

る

や

。

」

と

。

６

答

へ

て

曰

は

く

、

「

宛

市

に

至

ら

ん

と

欲

す

。

」

と

。

７

鬼

言

ふ

、

「

我

も

亦

宛

市

に

至

ら

ん

と

欲

す

。

」

と

。

８

遂

に

行

く

こ

と

数

里

。

鬼

言

ふ

、

９

「

歩

行

太

だ

遅

し

。

共

に

逓

ひ

に

相

担

ふ

べ

し

。

何

如

。

」

と

。

定

伯

曰

は

く

、

「

大

い

に

善

し

。

」

と

。

10
鬼

便

ち

先

づ

定

伯

を

担

ふ

こ

と

数

里

。

11
鬼

言

ふ

、

「

卿

太

だ

重

し

。

将

た

鬼

に

非

ざ

る

か

。

」

と

。

12
定

伯

言

ふ

、

「

我

は

新

鬼

な

り

。

故

に

身

重

き

の

み

。

」

と

。

13
定

伯

因

り

て

復

た

鬼

を

担

ふ

に

、

鬼

略

重

さ

無

し

。

14
是

く

の

ご

と

く

す

る

こ

と

再

三

。

定

伯

復

た

言

ふ

、

15
「

我

は

新

鬼

な

れ

ば

、

何

の

畏

忌

す

る

所

有

る

か

を

知

ら

ず

。

」

と

。

16
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17

小
説

売
鬼

幽
霊
は
答
え
て
、「
た
だ
人
の
唾
を
好
ま
な
い
だ
け
だ
。」
と

２

言
っ
た
。
そ
こ
で
一
緒
に
進
ん
で
行
く
と
、
道
す
が
ら
川
に

鬼
答
言
、「
惟
不
喜
人
唾
。」

行
き
当
た
っ
た
。
定
伯
は
幽
霊
に
先
に
渡
ら
せ
て
、
聞
い
て

(p
p

9
0

続
く
内
容
を
限
定
す
る
。
た
だ
～
の
み
。

)

17
於
是
共
行
、
道
遇
水
。

み
る
と
、
ま
っ
た
く
音
が
し
な
い
。
定
伯
が
自
分
で
渡
る
と
、

(
道
中
。
道
す
が
ら
。)

18
定
伯
令
鬼
先
渡
、

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と
音
が
す
る
。
幽
霊
が
再
び
、「
ど
う
し
て

(pp82

使
役

～
に
…
さ
せ
る)

19
聴
之
、
了
然
無
声
音
。

音
が
す
る
の
か
。」
と
言
っ
た
。
定
伯
が
言
う
こ
と
に
は
、「
死

(

音
楽
←
こ
こ
で
は
音
。)

20
定
伯

自
渡
、
漕
漼
作
声
。

ん
だ
ば
か
り
で
、
川
を
渡
る
の
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
だ
。

み
ず
か

な

21
鬼
復
言
、「
何
以
有
声
。」
定
伯
曰
、

私
の
こ
と
を
怪
し
ん
で
は
い
け
な
い
。」
と
。
進
ん
で
行
っ

22
「
新
死
、
不
習
渡
水

故
耳

。

て
宛
の
市
場
に
到
着
し
そ
う
に
な
る
と
、
定
伯
は
す
ぐ
さ
ま

ゆ
え

の
み

233

勿
怪
吾
也
。」

幽
霊
を
肩
の
上
に
担
ぎ
上
げ
て
、
突
然
こ
れ
を
捕
ま
え
て
放

(pp40

否
定
。
～
な
い
。

類
義
語
「
無
」

)

24
行
欲
至
宛
市
、

さ
な
か
っ
た
。
幽
霊
は
大
声
を
上
げ
て
叫
び
、
ぎ
ゃ
あ
ぎ
ゃ

(

市
場
。

)

25
定

伯

便

担
鬼

著

肩

上

、
急
執
之
。
あ
と
、
下
ろ
す
よ
う
に
求
め
た
が
（
定
伯
は
下
ろ
す
こ
と
を
）

(

す
ぐ
に
。
類
義
語
「
即
」)(

「
着
」
に
同
じ
。
つ
け
る
。

)

と
ら

26
鬼
大
呼
、
声
咋
咋
然
、

も
う
許
さ
な
か
っ
た
。
す
ぐ
に
宛
の
市
場
の
中
に
入
り
、
下

27
索
下
不
復
聴
之
。

ろ
し
て
地
面
に
置
く
と
、（
幽
霊
は
）
姿
を
変
え
て
一
匹
の

(p
p

44

強
い
否
定
。
決
し
て
～
し
な
い
。
二
度
と
～
し
な
い
。

)

28
径
至
宛
市
中
、
下
著
地
、

羊
と
な
っ
て
い
た
。（
定
伯
は
）
す
ぐ
に
こ
れ
を
売
っ
て
し

た
だ

つ

29
化
為
一
羊
。
便
売
之
。

ま
っ
た
。
そ
れ
が
姿
を
変
え
る
こ
と
を
心
配
し
て
、
こ
れ
に

30
恐
其
変
化
、
唾
之
。
→
幽
霊
の
弱
点
。
戻
れ
な
く
す
る
。

唾
を
吐
き
か
け
た
。
千
五
百
の
金
銭
を
手
に
入
れ
て
、
そ
し

31
得
銭
千
五

百

乃

去

。
当
時
石
崇
有
言
、
て
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
当
時
石
崇
が
言
う
こ
と
に
は
、「
定

(

順
接
。
そ
こ
で
。
そ
の
ま
ま
。)

32
「
定
伯
売
鬼
、
得
銭
千
五
。」

伯
は
幽
霊
を
売
っ
て
、
千
五
百
の
金
銭
を
得
た
。」
と
。

33

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

鬼

答

へ

て

言

ふ

、

「

惟

だ

人

の

唾

を

喜

ま

ざ

る

の

み

。

」

と

。

17
是

に

於

い

て

共

に

行

く

に

、

道

に

水

に

遇

ふ

。

18
定

伯

鬼

を

し

て

先

づ

渡

ら

し

め

、

19
之

を

聴

く

に

、

了

然

と

し

て

声

音

無

し

。

20
定

伯

自

ら

渡

る

に

、

漕

漼

と

し

て

声

を

作

す

。

21
鬼

復

た

言

ふ

、

「

何

を

以

て

声

有

る

や

。

」

と

。

定

伯

曰

は

く

、

22
「

新

た

に

死

し

て

、

水

を

渡

る

に

習

は

ざ

る

が

故

の

み

。

23
吾

を

怪

し

む

こ

と

勿

か

れ

。

」

と

。

24
行

き

て

宛

市

に

至

ら

ん

と

欲

す

る

や

、

25
定

伯

便

ち

鬼

を

担

ひ

て

肩

上

に

著

け

、

急

に

之

を

執

ふ

。

26
鬼

大

い

に

呼

び

、

声

咋

咋

然

と

し

て

、

27
下

さ

ん

こ

と

を

索

む

る

も

復

た

之

を

聴

さ

ず

。

28
径

ち

に

宛

市

の

中

に

至

り

、

下

し

て

地

に

著

く

れ

ば

、

29
化

し

て

一

羊

と

為

る

。

便

ち

之

を

売

る

。

30
其

の

変

化

せ

ん

こ

と

を

恐

れ

、

之

に

唾

す

。

31
銭

千

五

百

を

得

て

乃

ち

去

る

。

当

時

石

崇

言

へ

る

有

り

、

32
「

定

伯

鬼

を

売

り

、

銭

千

五

を

得

た

り

。

」

と

。

33


